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(Ca, Sr)5(PO4)3F:Eu2+において Eu2+の青色光励起による赤色発光が報告された[1]。しかし、最適な

カチオン成分比の報告はない。そこで今回の研究では Eu2+をドープしたフローロアパタイト

M5(PO4)3F (M = Ca, Sr)蛍光体に着目し作製方法やその特性を報告する。 

試料の合成は固相反応法により行なった。出発原料として、M3(PO4)2、MF2 (M = Ca, Sr)、EuS

を用い (Srx, Ca1-x)5(PO4)3F:Eu2+(x=0~1)を作製した。Eu2+の濃度は 5%とした。原料粉末を撹拌、混

合し、900℃で 3時間焼成した。粉末 X線回折測定(XRD)、発光測定(PL)、発光励起測定(PLE)、

量子収率測定による試料の評価を行った。作製試料は XRDにより目的物質であることが確認さ

れた。 

Fig.1は PLスペクトルおよび PLEスペクトルの測定結果である。PLスペクトルに関しては

x=0、0.25、0.50、0.75、1のピーク位置は順に、654、660、652、637、626 nmであった。ブロー

ドなピークから、Eu2+の赤色発光が得られたと考えられる。さらに、PLE測定では 390～550 nm

の範囲でブロードな励起バンドが現れた。吸収の立ち上がりは x=0から 1に変化するとともに

410nmから 390nmにシフトした。発光、吸収ともに x(Sr)が増えるにつれて格子定数が増大する

ため、Eu2+の上準位 5dの分裂幅が小さくなる。したがって発光、吸収ともに短波長側にシフト

していると考えられる。Fig.2は量子収率測定の結果である。青色光励起による範囲(440~480 nm)

では x=0の時に最大値 48%を示した。x=0、0.25、0.50、0.75、1では順に 48、34、40、43、26%

となった。 

  

Fig.1. Photoluminescence and excitation spectra.    Fig.2. Quantum yield. 
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